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voice

現
在
、
有
限
会
社
吉
田
工
業
で
事
務

職
に
就
き
、
日
々
の
業
務
に
励
む
中
島

晶
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
11
月
に
中
途

採
用
で
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か

け
は
前
職
で
の
あ
る
出
会
い
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
入
社
当
時
の
状
況

や
現
在
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

前
職
や
、
吉
田
工
業
へ
の

入
社
の
経
緯
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
職
で
は
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
れ
は
私
が
希
望
し
て
い

た
職
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入

社
し
た
際
の
条
件
と
し
て
ま
ず
は
営
業

と
し
て
働
き
、
ノ
ル
マ
を
達
成
後
、
望

ん
で
い
た
事
務
職
に
配
属
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

ノ
ル
マ
達
成
後
も
思
っ
た
通
り
に
事
態

は
進
展
せ
ず
、
結
局
事
務
職
と
し
て
働

く
こ
と
が
叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

不
満
や
不
安
を
抱
え
る
な
か
で
、
当

時
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
女
性
社
員

に
相
談
を
持
ち
か
け
ま
し
た
。そ
れ
が
、

吉
田
工
業
の
吉
田
社
長
の
４
番
目
の
娘

さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。そ
の
方
か
ら「
う

ち
の
会
社
で
事
務
員
を
一
人
探
し
て
い

る
」
と
聞
い
た
の
が
、
入
社
の
き
っ
か

け
で
し
た
。

吉
田
工
業
に
入
社
後
は

希
望
の
職
に
就
き
、
業
務

に
従
事
で
き
ま
し
た
か
。

入
社
後
、勤
務
先
は
本
社
で
は
な
く
、

吉
田
工
業
所
属
と
い
う
形
で
広
野
町
に

あ
る
会
社
に
勤
務
と
な
り
、
よ
う
や
く

希
望
の
事
務
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
た
だ
、
私
は
パ
ソ
コ
ン
操
作
に

関
し
て
苦
手
意
識
が
あ
り
、
不
慣
れ
な

部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
こ
そ
、

人
差
し
指
だ
け
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
一
つ

ず
つ
押
す
よ
う
な
状
態
。
幸
い
、
私
と

同
じ
よ
う
に
吉
田
工
業
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
社
員
さ
ん
が
い
た
た
め
、
そ
の

方
に
教
わ
り
な
が
ら
何
と
か
習
得
し
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
産
休
と
育
休
に
入
り
、
約

1
年
半
の
休
業
を
経
て
職
場
に
復
帰
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
か
ら
２
年
ほ
ど

前
に
な
り
ま
す
。
復
帰
後
に
は
本
社
勤

務
と
な
り
、
同
じ
事
務
職
に
就
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
が
、
業
務
内
容
が
だ

い
ぶ
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
最
初
の
こ
ろ

は
戸
惑
い
ま
し
た
ね
。

同
じ
事
務
職
で
す
が
、 

業
務
内
容
に 

ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

広
野
町
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
こ

ろ
は
、
下
請
け
業
者
が
作
成
し
た
書
類

の
確
認
作
業
が
主
な
業
務
で
し
た
。
し

か
し
、
本
社
で
は
書
類
を
作
成
す
る
側

に
。
新
し
い
現
場
に
携
わ
る
の
に
必
要

な
書
類
を
作
成
す
る
の
で
す
が
、
現
場

ご
と
に
求
め
ら
れ
る
内
容
や
対
応
も
異

な
る
た
め
、
多
く
の
知
識
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験
が
役
に
立
た

ず
困
惑
し
ま
し
た
。他
の
社
員
さ
ん
も
、

私
に
何
が
で
き
る
の
か
が
把
握
で
き

ず
、
仕
事
を
任
せ
る
の
を
た
め
ら
っ
て

膠
着
状
態
が
続
く
よ
う
な
期
間
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
副
社
長

に
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
少
し
ず
つ
業
務

に
慣
れ
る
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

そ
の
後
は
順
調
に
業
務

を
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

業
務
に
慣
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
こ

な
せ
る
仕
事
量
が
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
自
分
に
不
甲
斐
な
さ
を

覚
え
、
会
社
に
も
っ
と
貢
献
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
る
よ

う
に
。
そ
こ
で
、
何
か
資
格
を
取
得
し

よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
事
務
職
で

あ
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う
の
は
必
然
で

す
か
ら
、
必
ず
役
に
立
つ
で
あ
ろ
う
エ

ク
セ
ル
に
関
す
る
資
格
に
目
を
つ
け
た

の
で
す
。
副
社
長
に
相
談
す
る
と
、
ま

だ
職
場
で
誰
も
取
得
し
て
い
な
い
資
格

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
賛
同
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

副
社
長
の
配
慮
か
ら
、
勤
務
中
に
勉

強
す
る
こ
と
も
許
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
家
に
帰
れ
ば
ど
う
し
て
も
家
事
や

育
児
に
時
間
を
割
か
れ
る
た
め
、
あ
り

が
た
く
感
じ
ま
し
た
ね
。
期
待
に
沿
え

る
よ
う
、
参
考
書
な
ど
で
コ
ツ
コ
ツ
と

勉
強
を
進
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
何
と

か
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
の
状
況
や 

今
後
の
目
標
を 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

エ
ク
セ
ル
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と

で
、
関
わ
れ
る
業
務
が
増
え
、
徐
々
に

仕
事
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
ま
し

た
。
今
で
は
、
会
社
で
扱
う
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
現
場
の
書
類
を
一
人
で
作
成

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
知
識
は
ま
だ

ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
現
場
ご
と
に
異
な

る
細
か
い
条
件
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
繁
忙
期
に
慌
て

て
し
ま
い
、
ミ
ス
を
し
て
し
ま
う
こ
と

も
。
知
識
が
増
え
れ
ば
、
冷
静
か
つ
迅

速
に
、
的
確
な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
仕
事
の
効
率
も
ア
ッ
プ
し
、
会
社

の
利
益
に
も
つ
な
が
る
は
ず
。
会
社
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
社
へ
の
感
謝
の
思
い
を
強
く
持

ち
、
ひ
た
む
き
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
中
島
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
吉
田
工

業
の
発
展
の
た
め
、
飽
く
な
き
向
上
心

を
胸
に
成
長
を
続
け
て
い
く
で
し
ょ

う
。
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『頭文字（イニシャル）Ｄ』というアニメの影響を

受け、車好きに。約20年前に免許を取って以

来、10台ほど乗り換えてきました。そしてつい

最近、Hondaの『CIVIC（シビック）』という車を

購入。車のフォルムに惹かれたこともあります

が、何より魅力的なのは世界最速クラスのＦＦ

（前輪駆動）車であること。ＦＦ車最速を決め

るドイツのレースに出場し、コースレコードを更

新したほどの速さです。普段は軽自動車で通

勤しているため、馬力の違いが一目瞭然。高速

に乗って遠方へ行く際は、安全運転を心がけ
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結婚する前は、２年に１回車を買い替えていた

ほどでした。家族ができてからはさすがに控
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乗ってみたい車が多くて困っています！
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             という欲望との戦い

～趣味紹介～～趣味紹介～

長く一緒に仕事をしていても、
その人のプライベートまでは知り得ないことも多くあります。
今回は仕事以外の一面を覗き見すべく、
皆さんの「趣味」についてインタビュー！
新たなライフワークを探したい人は必見です。 

すず 　  き       ま    お

放射線管理課放射線管理課

鈴木 慎生さん

仕事と趣味を
両立できて
いるのは……

「車が仕事への
   原動力になって
         いるから！」

「車が仕事への
   原動力になって
         いるから！」

ククイイズズ！！業界ニュース業界ニュース
目まぐるしく変動する国内・国際の政治動向や
エネルギー業界の動きをクイズでチェック！
世の中の流れに目を向けて、
仕事に活かしていきましょう。

第1問 2024年11月28日に召集された臨時国会におい

て、石破茂首相が所信表明演説を行った。外交・安全
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文中の◯◯◯に当てはまるものを
（1）～（4）の中から選びなさい。

（1）地方創生2.0
（2）地方創生3.0

（3）地方創生4.0
（4）地方創生5.0

問題

▼参考
石破首相所信表明 ＧＸ推進をあらためて強調：原子力産業新聞
https://www.jaif.or.jp/journal/japan/25840.html

【正解】（1）地方創生2.0

第2問 【A】が３月４日、脱炭素を目指す国際的な枠組み
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（2）【A】三井住友フィナンシャルグループ（SMFG）【B】バイデン
（3）【A】三井住友フィナンシャルグループ（SMFG）【B】トランプ
（4）【A】みずほフィナンシャルグループ【B】トランプ

問題

参考▼
三井住友ＦＧ、脱炭素の国際的枠組み「NZBA」から離脱：ロイター
https://jp.reuters.com/world/environment/
    SSPDE3ZIIFJFPE7YSLCV5NBTSA-2025-03-05/

【正解】（3）【A】三井住友フィナンシャルグループ（SMFG）　【B】トランプ

社会の流れによって、私たちの業界の動向も変動します。自身の仕事の動向についていけるよう、経済ニュースに敏感になりましょう！



今さら聞けない……！
ビジネスマナーの
基礎
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こちらが説明書でございます。
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こちらが説明書になります。
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・取引先への謝罪

「ご不快な思いをさせてしまい、誠に申し訳ございません。
今後は対策を徹底し、再発防止に取り組んでまいります」
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びの言葉を述べることで、より誠意が伝わりやすくなるでしょう。

名刺交換をスマートに行うことで、相手にも好印象を与えます。

● 報連相の重要性 小さなミスでも報告を怠れば重大な事故に繋がる可能性があります。些細なこと
でも、報告・連絡・相談をすることで、事故が起こる前に対処可能です。日々の安
全を確保するため、常に「報連相」を意識しましょう。
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「上座」を案内し、自分は「下座」に座りましょう。自分が招待された側
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議長席の場所によって位置が変わるので注意しましょう。

・挨拶は「元気に笑顔で」が基本

現場や会社を離れる際は「行ってきます」、戻ったら「ただ今戻りま
した」も忘れずに。

・会話や文面では適切な言葉をチョイス

相手企業を指す言葉…会話では「御社」、メールなどの文章では
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・相手が役職者の場合、「役職」＋「様」はＮＧ

役職名にはすでに敬意の意味が含まれているため敬称はつけなく
てＯＫ！

❶名刺交換は立って行う
❷名刺は相手が読みやすい向きに正して渡す
名刺を名刺入れに乗せて両手で持ち、差し出したら会社名、フルネームを
名乗りましょう。

❸受取は両手で！指で相手の名前や会社のロゴを隠さないよ
　うに注意
受け取った名刺は自分の名刺入れの上に重ね、机の上の左側に置きましょう。

お客様や社外の人には全て敬語を使いましょう。社外の人と話すと
き、自社の者に対して敬語は使いません。また、つい使ってしまって
いるバイト敬語にも注意が必要！

・報告は結論が先！経緯説明は後！
・伝えるときは事前に要件を整理してから
・曖昧な表現を避け、状況を正確に伝える
・悪い情報ほどすぐに報告！

上座の中にも順位があります。この図を見て確認しましょう！
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例えば、保守点検時に点検漏れがあった場合、すぐに伝えなかったために未点検
箇所の不具合が発生するかもしれません。「なぜ点検漏れがあったのか」という
理由よりも、「点検漏れがあった」という事実を迅速に伝える必要があります。日
頃から報連相を徹底することで、多くの事故を防げるのです。



私たち吉田工業は、従業員の皆さまの仕事と暮らしを支える、さまざまな福利厚生や制度があります。
資格取得支援制度をはじめ、知っていて損はない嬉しい制度の一部をご紹介します！

仕事と暮らしを支える

福利厚生のご紹介
仕事と暮らしを支える

福利厚生のご紹介

資格取得支援制度
について

日々の業務において、必ず取得しなければならない資
格、手当の付与により収入アップが望める資格もあり
ます。受験料や講習費用、試験会場までの交通費、遠
方の場合は宿泊費など、資格取得のためにかかった
費用を全額会社が負担する制度です。回数に制限は
ありません。

社員の個々のスキルアップが会社の成長の原動力に
なると考え、積極的な資格取得を奨励するために設け
られた制度です。これにより、経済的な理由から取得
を断念することもなくなります。

資格取得支援制度
のメリット

費用負担の心配がなくなるだけではなく、手当が付与
され、業務の幅が広がることも大きなメリットです。ク
レーン運転士や管工事施工管理技士、衛生管理者、と
び技能士など、さまざまな国家資格を取得すれば、自
分自身の市場価値を高め、自信にもつながるでしょう。
外部講習を受講することも可能ですし、同じ資格を取
得した先輩がそばにいれば、勉強のコツや受験対策な
ども伝授してもらえるはずです。

□専門的な技術を身につけたい
□できるだけ多くの資格を取得したい
□さまざまな知識を身につけたい
□自分自身の可能性を広げたい
□昇給・昇格、収入アップを目指したい　　
       　　　　　　　　　　　　……など

◾技能手当
◾天井クレーン
◾移動式クレーン

：日額1000～2000円
：日額1000円
：日額1000円

◾溶接工

◾施工管理者

：日額2000円(ＪＩＳ規格を有し溶接作業に従事した場合)

：月額２万円（有資格者で選任された場合）

このような方におすすめ！

資格手当・技能手当（一例）

※有資格者で選任された場合

資格取得支援制度
の利用方法

格取得支援制度を利用する際は、まず直属の上司に相談し、許可が下りたら総務部で手
続きを行います。資格取得にかかった費用は、提出した領収書をもとに返還されます。

その他の制度

県外から就労のため、いわき市本社・上越事業所の近
郊に転居し３か月以上勤務した方を対象に、移転にか
かった費用を最大10万円まで補助します。利用する
際は上長にお申し出ください。

2024年10月開始

入社して６か月以上の試用期間を経て、本社から片道
300㎞以上の本籍地に帰省する方が対象です。お盆
休み・お正月休みのいずれか１回、最大５万円を補助。
利用する際は総務にご相談ください。

2024年10月開始

バーベキュー、ゴルフコンペ、船釣りなどの社内イベン
トも数多く行っています。もちろん参加は自由。イベン
トスケジュールが近くなると、社内のグループLINEで
告知されます。参加を希望する際はメッセージを返信
してください。

上司や先輩に相談しにくいことは、LINEの相談窓口を
利用できます。運営は社内の人が行っているため、情
報や相談内容が外部に漏れる心配はありません。

2025年１月開始

現在、10室のうち１室のみ空きあります。入社５年未満
の単身者は入居費用２万円で入寮できます。寮長に
なれば月額5000円の手当も付与もあり。

Check！
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nce

導入の目的制度の概要

自己負担ゼロでスキルアップが目指せる

転居費用補助制度　 帰省費用補助制度　

LINE相談窓口

さまざまな社内イベント

社員寮
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